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＜連絡事項＞
· 本日より看護グループ内研修実施予定。対象者は出欠入力後参加する事。

· 本日月末の為、月報作成すること。

· 日誌の書式を新規で作成した為、明日から利用していく。

· 明日、被災訓練実施予定。参加者：李・高森

· 明日、14：00～2階作業指導室にて行事の説明会実施予定。

· 青陽館の避難訓練を11/22を予定して計画立案していく。

· 10/30（土）外部にて研修開催。参加希望者はＳＧＭへ申し出る事。


日時：10/30（土）　13：00～16：30（12：30開場）

場所：青森市　県民福祉プラザ

内容：高次脳機能障害の臨床的問題と社会的問題を知る

＜利用者様情報＞
冨田　紀子様～昨日の状態を担当医へ報告している。受診の必要性については、緊急を要さないとの事で、次回受診時まで様子をみてかまわないとの指示を受けている。

清水　泰雅様～12：00過ぎても来所しないことが続いており、定時までの連絡も無い。食事も毎日実費負担となっている。本人へ10：00までに連絡が無い場合には昼食を頼まないことを伝え、了承を得ている。明日から前記対応を実施していく。

中村　鶴子様～うみねこ幸房の利用を週2日から3日へと増やすことを担当医から許可を得たと話している。昨日の外来からの情報では利用日数変更の情報は受けておらず、担当医へ確認しているが許可は出していないとの事。本人は、幸房スタッフと利用日の変更を調整しており、幸房の利用日次第でデイケア利用を週1日へと減らす（現在週2日利用）と話している。

田向　玲美様～大きな声で「平さんは物忘れが前からあったって、彼氏が言っていた。」と笑いながら平康子様へ話す事あり。集団の場所で話をしたことや、相手が気にしていた事を発言するなど、配慮に掛けた行動により、相手の方を怒らせ関係が険悪となる事あり。スタッフ介入して謝罪することで直ぐに関係を修復することが出来ているが、その後は距離をおいて過ごしている。

北村　奈美様～通所日を変更したいと訴えあり、午後より通所日とデイケアの利用方法について面談実施予定。

稲垣　ふき様～今朝3：00に起床してから再入眠出来なかったとの事で、来所後に「眠い」との訴え聞かれている。プログラム中は居眠りする事無く参加している。

種本　サハ様～膝の痛みがあり、昨日八戸赤十字病院受診し膝の内視鏡検査を勧められたとの事。本人としては、膝の痛みが改善するのであれば受けても良いと考えているとの事。

佐藤ミツ子様～ＳＳＴでロールプレイの声掛けを行うと、「太腿と尻がいたい」と強い口調で訴え、実施を拒否している。

＜業務改善＞

プログラム検討

· 11月分のプログラムを10/15までに入力・テキストを提出する事。

環境整備

· 今週で2階の作業指導室の棚と、2階キッチンの掃除を実施。

· 1階はペットボトルの蓋を集める瓶がいっぱいになっている為、新しく箱を作成して設置予定。

· マツイ棒を作成している為、細部の掃除に使用。

新書式検討

· ケアマネジメントマニュアルに沿った面談・聞き取りは終了している。

· 新しいカルテ内書式の作成を進めていく。

＜事例検討＞

川村　享様（57）統合失調症　　デイケア利用開始：9ヶ月　　

検討内容　治療計画に対しての関り方の検討

治療計画

1 衣類管理や自室の掃除など、家族へまかせっきりとなっている部分が多い為、最低限の事は自分で行う事が出来るようになる。

2 口臭強く、入浴も不定期で行っている為、青陽館を利用して身体の清潔を保つ事が出来る。

現在の状態

· 八戸赤十字病院の主治医からは、現症としては自閉・感情鈍磨などの陰性症状が主であると情報あり。

· 何かを自分から行いたいとはなすことは無く、意思も感じられない。必要な物に関してのみ、必要に駆られて取り組んでいる。

· 家の事はお母様に任せてしまっているが、自分の衣類の整理・着衣の選択・自室の掃除など徐々に自分で行う範囲は増えてきていると話している。

· 仕事をしたいと発言することはあるが、切迫した様子は感じられない。

· 入浴は週1日行っていると話しており、通所での入浴利用を促すが1度利用したきり拒否している。浴室の利用方法が分からないと話していることあり。説明を行うことを伝えているが、風呂道具を持参することはない。

· 口臭は依然強いが、以前よりは和らいでいる感じを受ける。歯磨きは就床前のみ行っていると話している為、来所前にも行うよう促すが朝は忙しくて歯磨きは行えないとの事。歯ブラシなどを持参するよう促しているが、持参することはない。

· 歯磨きをしない場合には嗽を行うよう説明すると、嗽は食後に実施している。

対応方法

· プログラムにて口腔ケア・入浴・体の手入れなど、実践しながら行う。

· 直接本人へ言えるスタッフは、直接指導を行っていく。

· 関係性の構築上、直接言うことに抵抗のあるスタッフは、プログラムを通して間接的に指導を行っていく。

＜外来情報＞

山田　健次様～本人希望にて処方が1週間分から2週間分へと変更となっている。

其田　淑子様～口角の痛みを訴え受診。軟膏処方となっている。

